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1953] Eb BUTIERELIES AND MOTHS 7 の 


短 


伯 付 大 山 の ハ ヤシ ミド リン ジミ  ( 吉 阪 道 
雄 ): 1959 年 7 月 8 日 12H に 本 種 6S82 
So を 控 集 する 事 が 出来 た ・ 同 地 で の 本 種 は 
可 成 り 極 限 し て 産 す る , 何 他 に 主 な も の と し 
Lo の シー タプ パパ せ で キャ グ テル リサ ツバ デュ 
92, フ ヂ ミド リ 。 ダイ セン シジミ 等 を 探 集 レ 


ミヤ マセ モン キチ ヨウ の 音色 い 雌 (1T.1.): 
Alexandsr B. Klots の 新 療 A Field Guide 
to ths Buttsrfhss (1931) に よる と , アメ リ 
カ の ミヤ マモ ン キ チョ ツウ Colias palaeno 
chippeua Kirby で は , "の 白色 型 と 黄色 
現 の 比 傘 は 邊 々 だ と 云う ・ 日 本 の 加 種 で る 調 
べ で て 見 た い ・ な お ドイ ツ で は ヤマ キチ ョ ウ の 
次 色 い @ が 得 ら れ た こと が ある . Pzerzs 司 
の 募 色 型 は , PP.zapi, P.rapae, P. bras- 
szcae の いま れ に る も あり, 特に に 多い 様 で 
ある ・ 我 国 で も 始め て ア .zzeZe7e に 黄色 い 
o が と れ た だ た (⑤ 員 参照 ) な お シロ チョ ウゥ 科 の 
相 四 の リン 片 は 氷 素 系 で , それ ぞ れ Xantho- 
ptern (Ce Hs O2 Ns. 別 説 に Cs His Oz 
Nig), Leucopterin (Ce Hs Os Ns, 別 説 に 
Crs His Oi Nrs) と 称 さ れ て いる ・. Dr. M. 
Hering に よれ ば シロ チョ ウゥ 科 で は 黄 他 の 方 
の は 包 の が あゆ 信 化 し だ 下 だ と 肖 う 


クコ コム ラサ キ の 短 育 成績 (1951) CT.1.): 
1. 融 借 豆 お ・ 安 療 障 夫 チ ー ム ( 静 | 前 上 安倍 

樹 ワ ラ シ ナ 村 産 ) 

A. mikuni 19 


> [7 kunt S さ る 2969 
snbstituta お やつ 


B. mikunti 1 の 


ー> 227 ZZ727 1 @ 
C. saubstituta 19 
ー> M2 kuntz 18 


報 


2 林 慶 ・ 宮 内 和雄 チー ム (静岡 県 人 井川 中 


y 式 に 
流産 ) 
D. mikung 1 
[mi kunt 7178 1® 
substituta 8 ふる 2 らら 6 


3. 誠信 還 内 ・ 滝田 康 一 ・ 葛 谷 健 洪 擬 弘 三 
チー ム (愛知 県 西加茂 郡 石野 村 産 ) 
E. mikuni 19 


NII 396 28 
Substituta 488 29 


F. mikuni 19 
っ 2722 ん Zz22 1 6 
以上 A, B, D, E,F の 5 例 を 続 合 し て 見 
れ ば , 
mikunt WR 
I 20(1488 699) 
substituta 17(123 8 509) 
と な る ・ 有 多 C も 1 例 で は ある が 貴重 で ある ・ 
然し 道 伝 学 的 な 解釈 を つけ る に は 勿論 充分 
と は 去 を な い . 


0 0 

E. B. Ford の 著 Butterflies (1945) に 
蝶 の 道 付 の こと が 興味 深く , 理論 と 実例 4 
ギリ ス 種 ) に つい て 語ら れ て いる 彼 は 蝶 の 
橋 な 変種 に は 単純 な 劣性 Csimple recsssive ) 
の 場合 が 多い か ら ・ 純系 を 分 離す る こ と が 比 
較 的 容易 で ある と し て , 黄色 い エ ゾ ス ジ ゲロ 
チョ ウッ, 財 い キ ァ グ ゲハ 等 の 成功 の 例 を あけ て 
ある そこ で 我国 で 比較 的 簡単 に や れる 見 込 
み の あ る も の を 労 え て 見 よ 2 fl 
東京 吉 放 寺 及び 械 浜 の 三 溢 紅 に は クロ アダ 
ハ 無 尾 型 の 系 統 が ある らし い ・ 長野 県 汰 安 抽 
千 西 穂 沿 村 に は さ ベニ シジミ の 邊 化 型 の 系 統 が 
あり 島々 谷 に は ミス ジ チ ョ ウ の 前 贅 中 宝 
の 消え る 系 統 が ある - 北 他 数 を て 行け ば . ま 
だ か な りあ り , それ ぞ れ 候 伝 学 店 川 の 巣 代 個 
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育 を 試み る と 面 和 中 いと 思う - 


1951 年 8 月 下旬 上 信 の 夜間 採集 ( 絡 方 正美 ) 
: 基 退 役 Lepidopterist が 上 信 地 方 を 旅行 さ 
れる の で , 夜 師 採 集 を 依頼 し た と ころ , さす 
が は 往年 一 流 の 名 手 で あつ た だ け に , 上 州 熊 

ノ 企 ・ 信州 追分 , 白骨 温泉 と 8 月 25 日 一 27 日 
の 三 別 連続 徹夜 の 虐 探 集 に 成功 され た 以下 
0 これ ら は 標 高 700.1000,1400, と 炊 

第 に 壮 く な つて ちり, どこ で も 200 W. の 電 
訂 を 用 い , 好適 な 場所 を 選択 し た 上 , 月 令 も 
よく 天候 も 夜 箇 は 小雨, 霧 侍 に めぐ まれ て い 


品 は それ ぞ れ に 特有 の 種類 に ょ 
られ て お り , 低い 所 で は 各 科 【 
が そる を られ た か みか, 人 次 る 【 
は 次 第 に ヤ が と シャ クト リガ が 
低い と ころ で は ナミ シャ 
に つれ て 多く な つて 來 た ・ 


本 く 


< つて 特徴 人 づけ 
に ね も た だ つて 種類 
= に つれ て 控 集 品 中 で 


濃 編 され た ・ 


ク が すく 7 た くぅ 登る 
また 種類 の 数 は 最 


A 


が 多く な る よう で ある 


・ な 志 全 探 集 品 中 で 
ギバ の 種類 の 多い こと は 特に 注 


日 され る は 


か に ひる ま の 探 集 品 と し て 蝶 る すこ し ある が 
25 日 白骨 で は エゾ ミド リ の 8 の 完全 な も の が 
えら れ , な お あと ドリ シジミ 疾 の と も え を が 27 日 





ろ い ろ 興 味 ふ か い 履 生 が あつ た ・ 各地 の 探 集 。 に 日 繋 され た .」 
一 大 杉谷 生物 調査 一 
本 会 で は , 京都 昆 弟 同 好 会 , 下 容 学園 と 共催 で 6 月 9 日 より 4 日 間 . 三重 県 大 杉谷 に 
物 妊 合 調査 を 行 つ た ・ 鼻 永 鈴 明 西京 大 学 孝 授 を 隊長 に . 鱗 次 日 で は . 浪速 大 学 教授 一 公 周 知 
六浦 発 両氏 が , 本 会 か ら 6. 絡 カ 正美 . 秦 釧 育 両 名 が 参加 レ し た ・ くわ し く は . 各 琲 の 都 徹 書 作成 
を まつ て , まとめ て 発表 され る 予定 で ある ・ 








本 会 の マー クタ を 作り まし た 


1952 年 4 月 25 日 印 刷 
1952 年 .4 月 29|| 毅 行 
定 償 60 固 
蝶 賊 柳田 町 19 
. 編 報 兼 名 行 万 
電 話 サ 





印 科 


印刷 所 


| 京 才 市 有 京 民 ( 太秦 局 必 内 


日 本 鱗 逆 日 函 征 
振替 日 座 京 都 15214 希 


京都 市 丸太 町 通 小 川西 入 
者 石 田 問 下 耶 
京都 市 丸太 町 通 小 川西 入 

全 革 欠 田 大 成 証 印 刷 所 
電話 上 ②③ 代 家 1105 番 


送料 6 円 


岡田 方 


が 36 有希 
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